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令和４年度 北海道障がい者条例の取組方針

○ 基本方針

じょうれい しこう あ だい じょう きてい もくてき だい じょう きてい きほんりねん もと

条例の施行に当たっては、第１条に規定する目的、第３条に規定する基本理念などに基
しょう かたがた けんり ようご く ちいき すいしん してん

づき、障がいのある方々の権利の擁護や暮らしやすい地域づくりを推進するという視点に
た しょう かた あ まえ く ちいき だれ く

立ち、また、「障がいのある方が当たり前に暮らせる地域は、誰にとっても暮らしやすい
ちいき きほんてき かんが かた もと つぎ てん じゅうぶん はいりょ とりくみ すいしん

地域である」という基本的な考え方の下、次の点に十分に配慮しながら取組を推進するも

のとする。
しょう かたがた さんかく きほん はばひろ かんけいしゃ ちいきじゅうみん たいわ じゅうし

(1) 障がいのある方々の参画を基本とし、幅広い関係者や地域住民との対話を重視する

こと。

ちいき かだい かいけつ ちから たか しょう かたがた ひつよう しえん かくほ はか

(2) 地域の課題を解決する力を高め、障がいのある方々が必要とする支援の確保を図る
ちいかんかくさ ぜせい し

ことにより、地域間格差の是正に資すること。
ふくし わく こ はばひろ かんけいしゃ れんけい きょうどう かんれん しさく すいしん

(3) 福祉の枠を超えて、幅広い関係者と連携・協働し、関連する施策を推進すること。

じょうれい もと しさく じっしじょうきょう せいか ひろ どうみん こうひょう しょう とくせい しょう

(4)  条例に基づく施策の実施状況や成果を広く道民に公表し、障がいの特性や障がいの
かたがた たい どうみん りかい そくしん はか

ある方々に対する道民の理解の促進を図ること。

じゅうてんほうしん

○ 重点方針

じょうれい こうほう

１ 条例の広報
でまえこうざ はいふ どうみん ひろ しゅうち けいはつかつどう じっし

・ 出前講座やパンフレットの配布など、道民に広く周知するための啓発活動の実施
しょうがいしゃさべつかいしょうほう かいせいなど しょう かたがた けんりようご かん

・ 障害者差別解消法の改正等とあわせた、障がいのある方々の権利擁護に関する
こうかてき しゅうち じっし

効果的な周知の実施

けんりようご すいしん

２ 権利擁護の推進
かんけいきかん じょうほうこうかん しょう かたがた そうだんじれい かん きょうぎ じっし

・ 関係機関との情報交換や障がいのある方々からの相談事例に関する協議の実施など、
しょう りゆう さべつ かいしょう とりくみ すいしん

障がいを理由とする差別を解消するための取組の推進
しょう かたがた たい じょうほう ほしょう かか ごうりてきはいりょ ていきょう かん とりくみ すいしん

・ 障がいのある方々に対する情報の保障に係る合理的配慮の提供に関する取組の推進
しょうがいしゃさべつかいしょうほう かいせい ふ しちょうそん そうだんたいせいとう せいびそくしん

・ 障害者差別解消法の改正も踏まえた、市町村における相談体制等の整備促進
しせつないぎゃくたい ぼうし とりくみきょうか かんけいきかん れんけい しょうがいしゃぎゃくたいぼうしたいさく

・ 施設内虐待の防止についての取組強化、関係機関との連携など、障害者虐待防止対策
すいしん

の推進
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れいわ ねんど ほっかいどう しょう しゃじょうれい とりくみ ほうしん
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しょう しゃ く ちいき すいしん

３ 障がい者が暮らしやすい地域づくりの推進
ちいき そうだんしえんじぎょうしょ れんけい しょう かたがた こえ ちいき いいんかい

・ 地域の相談支援事業所と連携し、障がいのある方々などの声を地域づくり委員会にお
きょうぎ はんえい とりくみ すいしん

ける協議に反映する取組の推進
ちいきせいかつしえんきょてんとう せいび ちいき ひつよう そうごうてき そうだんしえんたいせい かくほ

・ 地域生活支援拠点等の整備をはじめ、地域に必要な総合的な相談支援体制の確保の
しえん じっし

ための支援の実施
しんがた かんせんかくだい たいおう そうだんたいせい かくほ じょうほうほしょう すいしん

・ 新型コロナウイルス感染拡大に対応した相談体制の確保や情報保障の推進

しょう しゃ しゅうろうしえん

４ 障がい者の就労支援
いっぱんしゅうろう すいしん しょうがいしゃしゅうぎょう せいかつしえん きぎょう

・ 一般就労の推進に向けた、障害者就業・生活支援センター、ハローワーク、企業、
しょうがいししゃしゅうろうしせつ さまざま ぶんや きかん れんｒけい

障害者就労施設など様々な分野の機関が連携したネットワークづくり
しょうがいしゃゆうせんちょうたつほう もと どう しちょうそん しょうがいしゃしゅうろうしせつなど せいひん じゅちゅうかくだい

・ 障害者優先調達法に基づく道や市町村による障害者就労施設等の製品の受注拡大
ほっかいどう しょう しゃ しゅうろうしえん しょうがいしゃしゅうろうしせつなど せいひん はんばいきかい かくだい

・ 北海道障がい者就労支援センターによる障害者就労施設等の製品の販売機会の拡大
かんけいきかん れんけい のうふくれんけい およ のうふくしょうこうれんけい すいしん

・ 関係機関と連携した農福連携及び農福商工連携の推進
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第
だい

９条
じょう

　関係
かんけい

法令
ほうれい

等
とう

との調和
ちょうわ

○障害者
しょうがいしゃ

就業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センターの設置促進
せっちそくしん

■

○障
しょう

がい者
しゃ

の雇用拡大
こようかくだい

に向
む

けた社会機運
しゃかいきうん

の醸成
じょうせい

■

■

○第
だい

６期
き

北海道
ほっかいどう

障
しょう

がい福祉計画
ふくしけいかく

の推進管理
すいしんかんり

■

○北海道
ほっかいどう

パラスポーツ連携促進事業
れんけいそくしんじぎょう

（パラアスリート発掘
はっくつ

プロジェクト）

■

○スポーツのする・みる・ささえる促進事業費
そくしんじぎょうひ

【予算額
よさんがく

】4,270千円
せんえん

■

○農福連携
のうふくれんけい

推進事業費
すいしんじぎょうひ

【予算額
よさんがく

】3,146千円
せんえん

■ 農政部
のうせいぶ

○障
しょう

がい者
しゃ

条例
じょうれい

に係
かか

る普及啓発事業
ふきゅうけいはつじぎょう

【予算額
よさんがく

】485千円
せんえん

■ 保健福祉部
ほけんふくしぶ

■

障
しょう

がいのある方
かた

の権利
けんり

擁護
ようご

に関
かん

するフォーラムの開催
かいさい

や、障害者差別解消
しょうがいしゃさべつかいしょうほ

法
う

の一部改正法
いちぶかいせいほう

の周知
しゅうち

に係
かか

るパンフレットの作成
さくせい

等
とう

、企業
きぎょう

を対象
たいしょう

に障害者
しょうがいしゃ

差別解消
さべつかいしょう

法
ほう

の周知
しゅうち

を図
はか

る。

これまでに作成
さくせい

した障
しょう

がいのある方
かた

の権利擁護
けんりようご

に関
かん

するＤＶＤ
でぃーぶいでぃー

や北海道
ほっかいどう

障
しょう

がい者
しゃ

条例
じょうれい

の概要
がいよう

を説明
せつめい

したパネルを積極的
せっきょくてき

に活用
かつよう

するなどして、障
しょう

がい

や障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

する道民
どうみん

の理解促進
りかいそくしん

を図
はか

る。

障
しょう

がい者
しゃ

と健常者
けんじょうしゃ

が参加
さんか

するパラ競技体験会
きょうぎたいけんかい

・セミナーを開催
かいさい

するととも

に、障
しょう

がい者
しゃ

スポーツ団体
だんたい

の活動
かつどう

に助成
じょせい

する。

環境生活部
かんきょうせいかつぶ

農業
のうぎょう

の労働力確保
ろうどうりょくかくほ

と障
しょう

がい者
しゃ

の生
い

きがい創出
そうしゅつ

や社会参画
しゃかいさんかく

を実現
じつげん

する農福連
のうふくれん

携
けい

を推進
すいしん

するため、福祉事業所
ふくしじぎょうじょ

が農業
のうぎょう

の基礎知識
き そ ち し き

を学
まな

ぶための窓口
まどぐ ち

を各振
かくしん

興局
こうきょく

に設
せっ

置
ち

するとともに、優良事例
ゆうりょうじれい

やノウハウを紹介
しょうかい

するセミナーや農業
のうぎょ

関係機関等
うかんけいきかんとう

を対象
たいしょう

とした研修会
けんしゅうかい

等
とう

を開催
かいさい

する。

第
だい

10条
じょう

　道民等
どうみんとう

の理解
りかい

の促進
そくしん

【予算額
よさんがく

】3,808千円
せんえん

パラリンピックなどの国際大会
こくさいたいかい

に向
む

けて、有望
ゆうぼう

な選手
せんしゅ

を発掘
はっくつ

し、多
おお

くの道
どう

内
ない

出身選手
しゅつしんせんしゅ

が活躍
かつやく

することを目指
めざ

すとともに、障
しょう

がい者
しゃ

が地域
ちいき

においてス

ポーツに親
した

しむことができる環境
かんきょう

を整備
せいび

する。

環境生活部
かんきょうせいかつぶ

障害者雇用促進法
しょうがいしゃこようそくしんほう

に基
もと

づく障害者雇用率
しょうがいしゃこようりつ

の状況
じょうきょう

を踏
ふ

まえ、道内
どうない

主要経済
しゅようけいざい

５

団体
だんたい

や、地域
ちいき

の主要経済団体
しゅようけいざいだんたい

に対
たい

する障
しょう

がい者
しゃ

雇用促進
こようそくしん

についての要請
ようせい

を

実施
じっし

する。

経済部
けいざいぶ

障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こよう

の現状
げんじょう

を紹介
しょうかい

する「障
しょう

がい者
しゃ

雇用促進
こようそくしん

パネル展
てん

」を開催
かいさい

し、

道民
どうみん

の障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こよう

に関
かん

する一層
いっそう

の理解促進
りかいそくしん

を図
はか

る。

障害者総合支援法
しょうがいしゃそうごうしえんほう

に定
さだ

める第
だい

６期
き

北海道
ほっかいどう

障
しょう

がい福祉計画
ふくしけいかく

（令和
れいわ

３～令和
れいわ

５

年
ねん

度
ど

）に基
もと

づく施策
しさく

の推進管理
すいしんかんり

を行
おこな

う。

保健福祉部
ほけんふくしぶ

令和
れいわ

４年度
ねんど

　北海道
ほっかいどう

障
しょう

がい者
しゃ

条例
じょうれい

に基
もと

づく基本的施策等
きほんてきしさくとう

の概要
がいよう

障害者雇用促進法
しょうがいしゃこようそくしんほう

に基
もと

づき、道内
どうない

１２ヶ所
かしょ

にセンターを設置
せっち

し、障
しょう

がい者
しゃ

の職
しょく

業生活
ぎょうせいかつ

における自立
じりつ

を図
はか

るための就業支援
しゅうぎょうしえん

や就業
しゅうぎょう

に伴
ともな

う日常生活
にちじょうせいかつ

、社
しゃ

会生活上
かいせいかつじょう

の相談
そうだん

・支援
しえん

を行
おこな

う。

経済部
けいざいぶ

保健福祉部
ほけんふくしぶ
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○成年後見制度
せいねんこうけんせいど

の利用促進
りようそくしん

【予算額
よさんがく

】4,596千円
せんえん

■

○就労支援
しゅうろうしえん

に関
かん

する普及啓発
ふきゅうけいはつ

【予算額
よさんがく

】96,404千円
せんえん

■ 保健福祉部
ほけんふくしぶ

■

■

■

■

■

道
どう

の広報媒体
こうほうばいたい

を活用
かつよう

するなどして、障
しょう

がいのある方
かた

の就労支援
しゅうろうしえん

に関
かん

する普
ふきゅ

及啓発
うけいはつ

を図
はか

る。

関係機関
かんけいきかん

との連携
れんけい

・協力
きょうりょく

の下
もと

、各種媒体
かくしゅばいたい

に「障
しょう

がい者
しゃ

の就労支援
しゅうろうしえん

」ロゴ

マークを掲載
けいさい

するなどして、障
しょう

がい者
しゃ

就労支援
しゅうろうしえん

に関
かん

する理解
りかい

を促進
そくしん

する。

登録企業
とうろくきぎょう

の社会的評価
しゃかいてきひょうか

を高
たか

めるような広報活動
こうほうかつどう

を行
おこな

うことにより、アク

ション登録制度
とうろくせいど

及
およ

び企業認証制度
きぎょうにんしょうせいど

の登録
とうろく

・認証拡大
にんしょうかくだい

を図
はか

る。

「農福連携
のうふくれんけい

」の取組
とりくみ

を促進
そくしん

するため、農福連携
のうふくれんけい

による生産物
せいさんぶつ

や加工品
かこうひん

の販
は

売
んばい

イベント「農福連携
のうふくれんけい

マルシェ」を開催
かいさい

するとともに、農業生産者
のうぎょうせいさんしゃ

と障害
しょうが

者就労施
いしゃしゅうろうし

設等
せつとう

の農作業請負
のうさぎょううけおい

（施設外就労
しせつがいしゅうろう

）のマッチングを支援
しえん

する。

福祉
ふくし

と地場産業
じばさんぎょう

との連携
れんけい

を促進
そくしん

し、人手不足
ひとでぶそく

が深刻
しんこく

な地域
ちいき

の地場産業
じばさんぎょう

にお

いて障
しょう

がいのある方
かた

の就労
しゅうろう

を促進
そくしん

するため、コーディネーター派遣
はけん

により

障
しょう

がいのある方
かた

の正社員雇用
せいしゃいんこよう

のマッチングを支援
しえん

する。

全道
ぜんどう

１２箇所
かしょ

の障害者就業
しょうがいしゃしゅうぎょう

・生活支援
せいかつしえん

センターにおいて、障
しょう

がい者
しゃ

の生活
せいか

支援
つしえん

を行
おこな

う。

成年後見制度
せいねんこうけんせいど

の利用促進
りようそくしん

を図
はか

るため、司法
しほう

、関係団体
かんけいだんたい

と連携
れんけい

し、専門職等
せんもんしょくとう

による助言
じょげん

が得
え

られる体制
たいせい

づくりなど、市町村
しちょうそん

の体制整備
たいせいせいび

を支援
しえん

する。

保健福祉部
ほけんふくしぶ
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○障
しょう

がい者
しゃ

の雇用拡大
こようかくだい

に向
む

けた社会機運
しゃかいきうん

の醸成
じょうせい

■ 保健福祉部
ほけんふくしぶ

経済部
けいざいぶ

■

■

○民間企業等
みんかんきぎょうとう

との協働事業
きょうどうじぎょう

■ 保健福祉部
ほけんふくしぶ

○企業等
きぎょうとう

の取組支援
とりくみしえん

【予算額
よさんがく

】9,257千円
せんえん

■ 保健福祉部
ほけんふくしぶ

■

■

■

■

○優先調達
ゆうせんちょうたつ

の推進
すいしん

■ 保健福祉部
ほけんふくしぶ

「優先調達方針
ゆうせんちょうたつほうしん

」に基
もと

づき、障害者就労施設等
しょうがいしゃしゅうろうしせつとう

からの調達推進
ちょうたつすいしん

に向
む

け、道
どう

自
みずか

ら取組
とりくみ

を更
さら

に進
すす

めるほか、調達方針未策定
ちょうたつほうしんみさくてい

の市町村
しちょうそん

への策定
さくてい

の働
はたら

きかけ

を行
おこな

い、道内全体
どうないぜんたい

での調達推進
ちょうたつすいしん

を図
はか

り、官公需
かんこうじゅ

の発注
はっちゅう

を推進
すいしん

する。

小売業
こうりぎょう

などと連携
れんけい

し、授産事業所
じゅさんじぎょうしょ

の販売機会
はんばいきかい

を確保
かくほ

することで、障害者就
しょうがいしゃしゅ

労施
うろうし

設等
せつとう

の製品
せいひん

の販路拡大
はんろかくだい

を図
はか

る。

登録企業
とうろくきぎょう

の社会的評価
しゃかいてきひょうか

を高
たか

めるような効果的
こうかてき

な広報活動
こうほうかつどう

を行
おこな

うことによ

り、アクション登録制度
とうろくせいど

及
およ

び企業認証制度
きぎょうにんしょうせいど

の登録
とうろく

・認証拡大
にんしょうかくだい

を図
はか

る。

道
どう

や市町村
しちょうそん

が円滑
えんかつ

に発注
はっちゅう

できるよう指定法人
していほうじん

が優先調達
ゆうせんちょうたつ

の相談窓口
そうだんまどぐ ち

となる

ほか、専門
せんもん

コーディネーターによる効果的
こうかてき

なマッチングの推進
すいしん

、専用
せんよう

ホー

ムページ「ナイスハートネット北海道
ほっかいどう

」の機能充実
きのうじゅうじつ

など、授産事業
じゅさんじぎょう

の経営
けいえい

改善
かいぜん

や受注拡大等
じゅちゅうかくだいとう

の工賃向上
こうちんこうじょう

に向
む

け、共同受注
きょうどうじゅちゅう

システム等
とう

の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

を

図
はか

る。

障害者就労施設等
しょうがいしゃしゅうろうしせつとう

の工賃水準
こうちんすいじゅん

の向上
こうじょう

を図
はか

るため、全
すべ

ての就労継続支援施設
しゅうろうけいぞくしえんしせつびーが

Ｂ型
た

事業所
じぎょうしょ

に工賃向上計画
こうちんこうじょうけいかく

の策定
さくてい

を求
もと

め、指定法人
していほうじん

による就労支援業務
しゅうろうしえんぎょうむ

を

効果的
こうかてき

に推進
すいしん

する。

自己評価制度
じこひょうかせいど

について、各振興局等
かくしんこうきょくとう

を通
つう

じて就労移行支援事業所
しゅうろういこうしえんじぎょうしょ

へ周知
しゅうち

を

図
はか

り、制度実施
せいどじっし

を促
うなが

すことで、事業所
じぎょうしょ

の就労支援
しゅうろうしえん

サービスの質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

る。

全道
ぜんどう

１２箇所
かしょ

の障害者就業
しょうがいしゃしゅうぎょう

・生活支援
せいかつしえん

センターにおいて、障
しょう

がい者
しゃ

の生活
せいかつ

支援
しえん

を行
おこな

う。

第
だい

11条
じょう

　企業等
きぎょうとう

の取組
とりくみ

の支援
しえん

保健福祉部
ほけんふくしぶ

・経済部
けいざいぶ

の出先機関
でさききかん

における庁舎清掃業務
ちょうしゃせいそうぎょうむ

の委託契約
いたくけいやく

におい

て、総合評価
そうごうひょうか

競争入札制度
きょうそうにゅうさつせいど

を実施
じっし

する。

経済部
けいざいぶ

における一部委託業務
いちぶいたくぎょうむ

において、プロポーザル方式
ほうしき

による随意契約
ずいいけいやく

を実
じっ

施
し

し、「北海道
ほっかいどう

働
はたら

き方
かた

改革
かいかく

推進企業
すいしんきぎょう

認定制度
にんていせいど

」における認定
にんてい

を受
う

けた

企業
きぎょう

のうち、同制度
どうせいど

の評価基準
ひょうかきじゅん

にある「障
しょう

がい者
しゃ

就労支援企業
しゅうろうしえんきぎょう

認証制度
にんしょうせいど

」

の一定以上
いっていいじょう

の認証
にんしょう

ポイントを取得
しゅとく

している企業
きぎょう

に対
たい

しての優遇措置
ゆうぐ うそち

を行
おこな

う。

労働政策協定
ろうどうせいさくきょうてい

に基
もと

づき北海道労働局
ほっかいどうろうどうきょく

及
およ

び独立
どくりつ

行政
ぎょうせい

法人
ほうじん

高齢
こうれい

・障害
しょうがい

・求職者
きゅうしょくしゃ

雇用
こよう

支援機構
しえんきこう

と共同
きょうどう

により、北海道教育庁
ほっかいどうきょういくちょう

と連携
れんけい

し、開催
かいさい

を希望
きぼう

する特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

において見学会
けんがくかい

を開催
かいさい

し、企業
きぎょう

の障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こよう

への意識
いしき

の醸成
じょうせい

を

図
はか

る。
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○北海道病院事業
ほっかいどうびょういんじぎょう

■ 精神医療
せいしんいりょう

道立病院局
どうりつびょういんきょく

■ 精神科
せいしんか

リハビリテーション

■ 児童思春期精神医療
じどうししゅんきせいしんいりょう

■ 小児高度専門医療
しょうにこうどせんもんいりょう

第
だい

12条
じょう

　医療
いりょう

とリハビリテーションの確保
かくほ

道立病院
どうりつびょういん

として圏域
けんいき

における精神医療
せいしんいりょう

の中核的役割
ちゅうかくてきやくわり

を担
にな

っているほか、訪
ほう

問看護
もんかんご

などにより社会復帰
しゃかいふっき

と在宅生活
ざいたくせいかつ

の支援
しえん

を行
おこな

う。

また、緑ヶ丘病院
みどりがおかびょういん

では精神科救急医療
せいしんかきゅうきゅういりょう

を中心的
ちゅうしんてき

に担
にな

う高規格
こうきかく

の精神科専門
せいしんかせんもんびょ

病棟
うとう

として、スーパー救急病棟
きゅうきゅうびょうとう

を運用
うんよう

する。

緑ヶ丘病院及
みどりがおかびょういんおよ

び向陽ヶ丘病院
こうようがおかびょういん

において、回復途上
かいふくとじょう

にある精神障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の円
えん

滑
かつ

な社会復帰
しゃかいふっき

を促進
そくしん

するため、精神科
せいしんか

デイケアを実施
じっし

する。

緑ヶ丘病院
みどりがおかびょういん

において、先駆的
せんくてき

・専門的
せんもんてき

な児童
じどう

・思春期患者
ししゅんきかんじゃ

の外来医療
がいらいいりょう

を提
てい

供
きょう

する。

子
こ

ども総合医療
そうごういりょう

・療育
りょういく

センターにおいて、小児高度専門医療
しょうにこうどせんもんいりょう

と療育
りょういく

の一体
いったい

的
てき

な提供
ていきょう

のほか、ハイリスクの胎児
たいじ

や新生児
しんせいじ

に対
たい

する周産期医療
しゅうさんきいりょう

、先天性
せんてんせい

心臓疾患
しんぞうしっかん

に対
たい

する最先端医療
さいせんたんいりょう

、医療
いりょう

と療育
りょういく

が連携
れんけい

した医学的
いがくてき

リハビリテー

ションなどの機能
きのう

を提供
ていきょう

する。
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○身体障害者扶助費
しんたいしょうがいしゃふじょひ

（更生医療
こうせいいりょう

） 【予算額
よさんがく

】2,945,064千円
せんえん

■ 保健福祉部
ほけんふくしぶ

○バス利用促進等
りようそくしんとう

総合対策
そうごうたいさく

事業費補助金
じぎょうひほじょきん

【予算額
よさんがく

】700千円
せんえん

■ 総合政策部
そうごうせいさくぶ

○交通安全施設等
こうつうあんぜんしせつとう

整備事業
せいびじぎょう

【予算額
よさんがく

】105,000千円
せんえん

■ 建設部
けんせつぶ

○市町村
しちょうそん

地域生活
ちいきせいかつ

支援事業
しえんじぎょう

（移動支援事業
いどうしえんじぎょう

） 【予算額
よさんがく

】291,579千円
せんえん

■ 保健福祉部
ほけんふくしぶ

■

○盲
もう

ろう者
しゃ

通訳
つうやく

・介助員
かいじょいん

、要約筆記者
ようやくひっきしゃ

派遣事業
はけんじぎょう

【予算額
よさんがく

】7,122千
せん

円
えん

■ 保健福祉部
ほけんふくしぶ

○身体障害者補助犬
しんたいしょうがいしゃほじょけん

育成事業費補助金
いくせいじぎょうひほじょきん

【予算額
よさんがく

】12,600千円
せんえん

■ 保健福祉部
ほけんふくしぶ

○特別支援教育
とくべつしえんきょういく

総合推進事業
そうごうすいしんじぎょう

【予算額
よさんがく

】2,544千円
せんえん

■ 教育庁
きょういくちょう

■

第
だい

14条
じょう

　切
き

れ目
め

のない支援
しえん

文部科学省
もんぶかがくしょう

の補助
ほじょ

を受
う

け、各教育局
かくきょういくきょく

において特別支援連携協議会
とくべつしえんれんけいきょうぎかい

の開催
かいさい

や

専門家
せんもんか

チームによる巡回相談等
じゅんかいそうだんとう

に取
と

り組
く

むほか、「特別支援教育充実
とくべつしえんきょういくじゅうじつ

セミ

ナー」を開催
かいさい

し、個別
こべつ

の教育支援計画
きょういくしえんけいかく

の活用
かつよう

と関係機関
かんけいきかん

の連携推進
れんけいすいしん

につい

て研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。

幼稚園
ようちえん

、小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

、高等学校
こうとうがっこう

の特別支援教育
とくべつしえんきょういく

コーディネーター等
とう

を対象
たいしょう

にした「特別支援教育充実
とくべつしえんきょういくじゅうじつ

セミナー」（14会場
かいじょう

）、特別支援教育
とくべつしえんきょういく

を担当
たんとう

す

る教員
きょういん

を対象
たいしょう

とした「特別支援教育基本
とくべつしえんきょういくきほん

セミナー」(14会場
かいじょう

）や進路担当者
しんろたんとうしゃ

等
とう

を対象
たいしょう

とした「特別支援教育
とくべつしえんきょういく

進路指導協議会
しんろしどうきょうぎかい

」（14会場
かいじょう

）を開催
かいさい

する。

視覚
しかく

と聴覚
ちょうかく

の重複
ちょうふく

障
しょう

がいのある重度
じゅうど

の盲
もう

ろう者
しゃ

に対
たい

し、外出時
がいしゅつじ

の移動等
いどうとう

の

際
さい

に支援
しえん

を行
おこな

う介助員
かいじょいん

を派遣
はけん

する。また、中途難失聴者等
ちゅうとなんしっちょうしゃなど

の情報保障
じょうほうほしょう

のた

め、要約
ようやく

筆記者
ひっきしゃ

を派遣
はけん

する。

北海道盲導犬協会等
ほっかいどうもうどうけんきょうかいとう

に助成
じょせい

を行
おこな

い、身体障
しんたいしょう

がい者
しゃ

の就労
しゅうろう

や日常生活等
にちじょうせいかつとう

を支
しえ

援
ん

する身体障害者補助犬
しんたいしょうがいしゃほじょけん

の育成
いくせい

や普及啓発等
ふきゅうけいはつとう

を支援
しえん

する。

地域
ちいき

の特性
とくせい

や個々
ここ

の利用者
りようしゃ

の状況
じょうきょう

やニーズに応
おう

じて柔軟
じゅうなん

な形態
けいたい

で事業
じぎょう

を有
ゆう

効
こう

に活用
かつよう

・実施
じっし

することにより、地域
ちいき

の移動手段
いどうしゅだん

を確保
かくほ

し、地域
ちいき

における

自立生活
じりつせいかつ

及
およ

び社会参加
しゃかいさんか

の促進
そくしん

を図
はか

る。

各市町村
かくしちょうそん

においてサービス内容等
ないようとう

に格差
かくさ

が生
しょう

じていることから、サービス

提供体制
ていきょうたいせい

の整備
せいび

や支給基準
しきゅうきじゅん

の策定
さくてい

について助言
じょげん

する。

第
だい

12条
じょう

　医療
いりょう

とリハビリテーションの確保
かくほ

（つづき）

市町村
しちょうそん

が実施
じっし

する、障
しょう

がい者
しゃ

が日常生活能力等
にちじょうせいかつのうりょくとう

の回復
かいふく

、向上
こうじょう

若
も

しくは獲得
かくとく

のために行
おこな

う医療
いりょう

の支給
しきゅう

に要
よう

する経費
けいひ

の一部
いちぶ

を負担
ふたん

することにより身体障
しんたいしょう

がい者
しゃ

福祉
ふくし

の向上
こうじょう

を図
はか

る。

第
だい

13条
じょう

　移動手段
いどうしゅだん

の確保
かくほ

高齢者
こうれいしゃ

や障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

の利便性
りべんせい

や安全性向上
あんぜんせいこうじょう

のため、乗合
のりあい

バス事業者
じぎょうしゃ

が実施
じっし

するノンステップバスの導入
どうにゅう

に対
たい

して国
くに

と協調
きょうちょう

して助成
じょせい

を行
おこな

う。

歩道
ほどう

のバリアフリー化
か

や視覚障
しかくしょう

がい者
しゃ

用
よう

誘導
ゆうどう

ブロックの設置
せっち

を進
すす

める。
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○発達支援
はったつしえん

センター事業
じぎょう

（地域
ちいき

づくり総合交付金
そうごうこうふきん

）

■ 保健福祉部
ほけんふくしぶ

○私立幼稚園等
しりつようちえんとう

管理運営費補助金
かんりうんえいひほじょきん

【予算額
よさんがく

】1,773,996千円
せんえん

■ 総務部
そうむぶ

○特別支援学校
とくべつしえんがっこう

における医療的
いりょうてき

ケア体制整備事業
たいせいせいびじぎょう

【予算額
よさんがく

】1,514千円
せんえん

■ 教育庁
きょういくちょう

■

■

第
だい

15条
じょう

　保健
ほけん

・福祉
ふくし

及
およ

び教育
きょういく

との連携
れんけい

特別支援教育
とくべつしえんきょういく

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るため、障
しょう

がいのある幼児
ようじ

の就園
しゅうえん

を受
う

け入
い

れてい

る私
し

立幼稚園
りつようちえん

に対して助成
じょせい

を行
おこな

う。

特別支援学校
とくべつしえんがっこう

に在籍
ざいせき

し医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な児童生徒
じどうせいと

の教育機会
きょういくきかい

の確保
かくほ

を図
はか

るため、医療的
いりょうてき

ケアを必要
ひつよう

とする児童生徒
じどうせいと

の在籍状況
ざいせきじょうきょう

や、本人
ほんにん

・保護者
ほごしゃ

の

ニーズを踏
ふ

まえ看護師配置
かんごしはいち

を検討
けんとう

する。

教員
きょういん

による特定
とくてい

行為
こうい

を実施
じっし

できるようになるための研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。

医療的
いりょうてき

ケアに精通
せいつう

した医師
いし

から助言
じょげん

・指導
しどう

を受
う

け、より安全
あんぜん

なケアが実践
じっせん

できる校内体制
こうないたいせい

を整備
せいび

する。

発達
はったつ

の遅
おく

れや障
しょう

がいのある児童
じどう

とその家族
かぞく

が、身近
みぢか

な地域
ちいき

において適切
てきせつ

な

相談支援等
そうだんしえんとう

を受
う

けることができるよう市町村
しちょうそん

が実施
じっし

する子
こ

ども発達支援
はったつしえん

セ

ンターを支援
しえん

するとともに、市町村
しちょうそん

中核
ちゅうかく

子
こ

ども発達支援
はったつしえん

センターの認定拡
にんていかく

大
だい

を図
はか

る。
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○地域
ちいき

子
こ

ども・子育
こそだ

て支援事業費補助金
しえんじぎょうひほじょきん

（放課後児童
ほうかごじどう

健全育成事業
けんぜんいくせいじぎょう

） 【予算額
よさんがく

】3,538,042千円
せんえん

■ 保健福祉部
ほけんふくしぶ

○障
しょう

がい児
じ

等
とう

支援体制
しえんたいせい

整備事業
せいびじぎょう

【予算額
よさんがく

】5,970千円
せんえん

■ 保健福祉部
ほけんふくしぶ

■

■

○道営住宅
どうえいじゅうたく

整備事業
せいびじぎょう

【予算額
よさんがく

】6,231,000千円
せんえん

■ 建設部
けんせつぶ

○すべての人
ひと

にやさしいまちづくり推進事業
すいしんじぎょう

【予算額
よさんがく

】39,000千円
せんえん

■ 保健福祉部
ほけんふくしぶ

○重層的支援体制構築
じゅうそうてきしえんたいせいこうちく

に向
む

けた都道府県
とどうふけん

後方支援事業
こうほうしえんじぎょう

【予算額
よさんがく

】9,490千円
せんえん

■ 保健福祉部
ほけんふくしぶ

○児童家庭支援
じどうかていしえん

センター運営事業
うんえいじぎょう

【予算額
よさんがく

】70,631千円
せんえん

■ 保健福祉部
ほけんふくしぶ

○発達障害者支援
はったつしょうがいしゃしえん

センター運営事業
うんえいじぎょう

【予算額
よさんがく

】40,241千円
せんえん

■ 保健福祉部
ほけんふくしぶ

発達障害者支援
はったつしょうがいしゃしえん

（地域
ちいき

）センターを委託運営
いたくうんえい

し、発達障
はったつしょう

がい者
しゃ

及
およ

びその家
か

族
ぞく

に対
たい

し、相談
そうだん

・情報提供等
じょうほうていきょうとう

の専門的支援
せんもんてきしえん

を行
おこな

うとともに、各地域
かくちいき

におけ

る市町村
しちょうそん

及
およ

び関係機関
かんけいきかん

の体制整備
たいせいせいび

に対
たい

する支援
しえん

を行
おこな

う。

市町村
しちょうそん

が実施
じっし

する対象者
たいしょうしゃ

の属性
ぞくせい

を問
と

わない相談支援等
そうだんしえんとう

を一体的
いったいてき

に行
おこな

う重層
じゅうそ

的支
うてきし

援体制整備事業
えんたいせいせいびじぎょう

の取組
とりくみ

を支援
しえん

するため、市町村内
しちょうそんない

連携促進説明会
れんけいそくしんせつめいかい

の開
か

催
いさい

、市町
しちょう

村間
そんかん

の情報共有
じょうほうきょうゆう

の場
ば

づくり、重層的支援体制整備
じゅうそうてきしえんたいせいせいび

人材
じんざい

研修
けんしゅう

を行
おこな

う。

第
だい

17条
じょう

　障
しょう

がい者
しゃ

の家族
かぞく

に対
たい

する配慮
はいりょ

子
こ

どもと家庭
かてい

をめぐる問題
もんだい

について、それぞれの地域
ちいき

に応
おう

じた相談活動
そうだんかつどう

を

展開
てんかい

すると同時
どうじ

に、心理療法
しんりりょうほう

など専門的
せんもんてき

な関
かか

わりを行
おこな

うなどして、地域
ちいき

に

密着
みっちゃく

した相談
そうだん

・支援体制
しえんたいせい

の強化
きょうか

を図
はか

る。

第
だい

16条
じょう

　高齢者施策等
こうれいしゃしさくとう

との連携
れんけい

新
あら

たに建設
けんせつ

する全
すべ

ての道営住宅
どうえいじゅうたく

について、ユニバーサルデザインの視点
してん

に

立
た

った整備
せいび

を実施
じっし

する。

ユニバーサルデザインの普及
ふきゅう

や災害時
さいがいじ

の対応等
たいおうとう

の観点等
かんてんとう

を含
ふく

め、緊急性及
きんきゅうせいおよ

び優
ゆう

先性
せんせい

の高
たか

い整備項目
せいびこうもく

を検討
けんとう

し、順次
じゅんじ

、整備
せいび

を進
すす

める。

第
だい

15条
じょう

　保健
ほけん

・福祉
ふくし

及
およ

び教育
きょういく

との連携
れんけい

（つづき）

放課後児童
ほうかごじどう

健全育成事業
けんぜんいくせいじぎょう

の実施施設
じっししせつ

（放課後児童
ほうかごじどう

クラブ）の設置促進等
せっちそくしんとう

を

図
はか

るため、既存
きぞん

の小学校
しょうがっこう

の余裕教室等
よゆうきょうしつとう

の改修等
かいしゅうとう

や必要
ひつよう

な設備
せつび

の整備
せいび

などの

環境整備
かんきょうせいび

に対
たい

する支援
しえん

及
およ

びボランティアの派遣
はけん

や障
しょう

がい児
じ

受入
うけいれ

のための支
しえ

援員
んいん

の確保等
かくほとう

を行
おこな

い、放課後児童
ほうかごじどう

クラブの円滑
えんかつ

な事業実施
じぎょうじっし

や放課後
ほうかご

子
こ

ども

総合
そうごう

プランの推進
すいしん

について支援
しえん

する。

障
しょう

がい児
じ

等
とう

支援連携体制
しえんれんけいたいせい

整備事業
せいびじぎょう

北海道教育庁
ほっかいどうきょういくちょう

と協働
きょうどう

し、地域
ちいき

での関係機関
かんけいきかん

の連携体制
れんけいたいせい

の整備
せいび

を推進
すいしん

する。

発達支援関係職員
はったつしえんかんけいしょくいん

実践研修事業
じっせんけんしゅうじぎょう

北海道教育庁
ほっかいどうきょういくちょう

と合同
ごうどう

で、１４振興局
しんこうきょく

で教員
きょういん

・市町村職員等
しちょうそんしょくいんとう

を対象
たいしょう

に研修
けんしゅう

を

行
おこな

う。

難聴児等
なんちょうじとう

支援事業
しえんじぎょう

道立聾学校
どうりつろうがっこう

、市町村
しちょうそん

、関係機関等
かんけいきかんとう

と連携
れんけい

し、難聴児等
なんちょうじなど

の発達
はったつ

の促進
そくしん

を図
はか

る

ための取組
とりくみ

を行
おこな

う。
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○精神障
せいしんしょう

がい者
しゃ

家族相談員
かぞくそうだんいん

設置事業
せっちじぎょう

【予算額
よさんがく

】1,401千円
せんえん

■ 保健福祉部
ほけんふくしぶ

○障
しょう

がい福祉計画等
ふくしけいかくとう

圏域連絡協議会
けんいきれんらくきょうぎかい

■ 保健福祉部
ほけんふくしぶ

第
だい

18条
じょう

　地域間格差
ちいきかんかくさ

の是正等
ぜせいとう

障
しょう

がい福祉計画等
ふくしけいかくとう

圏域連絡協議会
けんいきれんらくきょうぎかい

（２１圏域
けんいき

）において、第
だい

６期
き

障
しょう

がい福
ふく

祉計
しけい

画
かく

（令和
れいわ

３～５年度
ねんど

）の推進管理
すいしんかんり

、市町村
しちょうそん

障
しょう

がい福祉計画
ふくしけいかく

の推進
すいしん

・調
ちょ

整
うせい

、地域
ちいき

づくり委員会
いいんかい

に提案
ていあん

する施策上
しさくじょう

の課題
かだい

、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

や心身障害
しんしんしょうが

者等
いしゃとう

の支援等
しえんとう

について協議
きょうぎ

を行
おこな

う。

精神障
せいしんしょう

がい者
しゃ

家族相談員
かぞくそうだんいん

を設置
せっち

し、精神障
せいしんしょう

がい者
しゃ

及
およ

びその家族等
かぞくとう

からの相
そう

談
だん

に応
おう

じ、必要
ひつよう

な指導
しどう

、助言
じょげん

を行
おこな

う。


